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ウィスコンシン州立大学スーペリア校訪問

　2007年8月22日から8月28日まで，永田博司副学長と池田智子准教授がウィスコンシン州立大学
スーペリア校などを訪問しました。

表敬訪問
　阿見町は国際交流事業としてアメリカ合衆国ウィスコ

ンシン州スーペリア市と姉妹都
市提携を結んでいます。このた
び阿見町長を団長とする訪問団
とともに，本学からは永田博司
副学長と池田智子准教授が同行
し，同市にあるウィスコンシン

州立大学スーペリア校を表敬訪問しました。昨年，
ウィスコンシン州立大学スーペリア校の一行が本学を
訪問してくれたお礼を述べるとともに，永田副学長から
Christopher L. Markwood副学長に記念品をお贈りし
ました。

国際交流に関する協議
　ウィスコンシン州立大学スーペリア校において，今後
の国際交流に関する協議を行いました。まず，池田准教
授が本学紹介のプレゼンテーションを行いました。そ
して，スーペリア校の紹介を受けた後，意見交換・協議
を行いました。あらかじめ用意していった提案書につ
いて協議が行われ，また協議に参加してくれた日本人留
学生や卒業生からも意見を聞くことができました。最
後に，スーペリア校側から，今回の意見交換の結果や
提案書に沿った形で，9月ぐらいからプログラムの内容
を具体的に詰めていきたいという表明がありました。

（スーペリア校の協議出席者）
C. L. Markwood氏（副学長）
J. A. Dwyer氏（国際交流担当）
E. Fujieda氏（社会学教員）
M. MacLean氏（留学生受入担当事務職員）
　その他　教員1名，職員1名，日本人留学生1名，卒業生1名

夕食会とFarewell Party
　 ウィスコンシン州立大学スーペリア校の教員と一緒

に，スペリオル湖の湖畔にある
レストランにて夕食会が催され
ました。夕食会では，Julius E. 
Erlenbach学長やChristopher 
L. Markwood副学長の歓迎を受
けました。また，Farewellパー
ティでは，David Rossスーペリ

ア市長，Lynn Possスーペリア市長夫人，Kevin A. 
Norbieスーペリア市議会副議長らの出席をいただきま
した。今回の訪問では，大変熱烈な歓迎を受け，とて
も有意義な訪問になりました。

滞在期間中の主な訪問先
○スーペリア市庁舎
　 Ross市長を表敬訪問した。スーペリア校との交流を
希望していることを説明し，市長より理解が示された。
また，市議会副議長Norbie氏に訪問の趣旨を説明し，
今後の支援を要請した。同氏からは，今後の支援や協
力を惜しまないとの言葉をいただいた。
○St. Mary’s Hospital
　施設の視察およびヒアリングを行った。
○ウィスコンシン州立大学スーペリア校
　交流プログラムについて意見交換，協議を行った。
○スーペリア市中学校や市民宅ホームビジット
　 市内視察および阿見町親善訪問団との合同行動とし
て，訪問を行った。
○その他
　 学生の短期留学（数週間の滞在）を前提とした場合
の生活環境等の調査を目的として，スーペリア市および
Duluth市地区の状況把握を行った。
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スーペリア市の概要
　スーペリア市は，五大湖のひとつで世界最大の淡水湖（北海道とほぼ
同面積）スペリオル湖の先端に位置する町で，周辺地域には同湖のほか
431もの湖が点在しています。人口は約28,000人，面積117km2で，気候は
スペリオル湖の影響で比較的温和，夏期でも平均気温は18.4℃前後です。
 　教育・文化・スポーツ施設も充実しており，博物館，劇場をはじめ，
野球場，アイススケート場，アイスホッケー場，市営ゴルフ場，湖岸公園
などのほか，単科大学や州立大学スーペリア校が設置されています。主産
業は石油精製，造船，製粉業などの工業と鉄鉱石，石炭の鉄道輸送業
で，活発な産業経済活動が行われています。

　同市が属するウィスコンシン州は，治安，教育，自然環境等においてアメリカ国内でもトップレベルで，人気TVド
ラマ「大草原の小さな家」の主人公ローラ・インガルスの生れ故郷であり，舞台となったところとしても知られてい
ます。また，東京都港区に州政府の駐日事務所を構えるなど親日州でもあります。（阿見町ホームページから引用）

茨城県立医療大学・国際交流WG
　 茨城県立医療大学は，建学の理念に基づいて，開学以来，質の高い医療専門職の育成のほか
に，保健・医療・福祉に関する知識と技術の創造と蓄積を行ってきました。そして，平成13年度
より積極的に国際交流を推進することを目的として，総務委員会の下部組織として国際交流ワー
キンググループを設置いたしました。
　 国際交流ワーキンググループでは，おもに学生の国際交流ニーズの把握，海外からの教育者・
研究者等の招聘事業，海外研修マスタープランの作成，英文パンフレット当の作成，国際交流の
機運の醸成などを行っています。

【事務局】
　茨城県立医療大学総務課
　〒300-0394　茨城県稲敷郡阿見町阿見4669-2　電話: 029-840-2855
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